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小山城跡

八
代
郷
土
館
で
正
月
飾
り

を
作
ろ
う
！

高
嶋
ち
さ
子
「
１２
人
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
チ
ケ

ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
へ

     　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
3

月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
高
嶋
ち
さ
子

『
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
』
」
の

延
期
公
演
を
、
12
月
20
日（
日
）に
開
催

し
ま
す
。
 

　
3
月
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

方
は
、
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
入
場
で
き
ま

す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
既
に
完
売
し
ま
し
た
。
 

      ■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
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プ
ロ
野
球
選
手
に
会
お
う
!!

   　
江
戸
時
代
の
農
家
で
正
月
飾
り
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

12
月
23
日（
水
）
 

受
付
　
午
後
1
時
か
ら
 

工
作
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
場
所
　
八
代
郷
土
館
 

■
定
員
　
約
20
人（
市
民
優
先
）
 

■
持
ち
物
　
は
さ
み
 

■
申
込
締
切
　
12
月
18
日（
金
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
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3月に開催した竹細工教室 

高嶋ちさ子さん 

たくさんの子どもたちが参加した昨年のスポ少野球教室 

今
回
ご
紹
介
す
る
小
山
城
は
、
八
代
町
高
家
の

浅
川
扇
状
地
北
端
に
位
置
す
る
天
川（
て
か
わ
）に

面
す
る
階
段
状
の
地
形（
河
岸
段
丘
）の
上
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
甲
府
盆
地
を
広
く
眺
望
で

き
ま
す
。
ま
た
、
北
に
鎌
倉
街
道
、
西
に
は
若
彦

路（
わ
か
ひ
こ
じ
）が
通
っ
て
お
り
、
交
通
の
便
が

良
い
場
所
で
す
。
 

小
山
城
に
は
、
高
さ
約
3
〜
5
メ
ー
ト
ル
の
土

塁（
ど
る
い
）が
巡
り
、
そ
の
周
り
を
幅
8
〜
15
メ

ー
ト
ル
の
堀
が
囲
む
一
辺
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
四

方
の
四
角
形
の
城
跡
で
す
。
こ
の
大
き
さ
は
戦
国

時
代
の
土
豪
の
屋
敷
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
 

土
塁
の
内
側
は
、
現
在
は
平
ら
で
す
が
、
か
つ

て
段
差
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
土
塁
の
基
底
部
の

一
部
に
は
石
積
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
東
辺
の
中
央
部
分
に
は
、
城
の
出
入
り

口
で
あ
る
幅
約
3
・
6
メ
ー
ト
ル
の
虎
口（
こ
ぐ
ち
）

が
あ
り
、
南
側
に
も
大
手（
正
面
入
り
口
）と
考
え

ら
れ
る
虎
口
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
土
塁
の
東
隅

を
除
く
三
隅
は
、
上
が
平
ら
で
外
側
に
向
か
っ
て

や
や
突
き
出
し
て
い
る
の
で
、
櫓
台（
や
ぐ
ら
だ
い
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
小
山
城
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
 

小
山
城
に
関
す
る
一
番
古
い
伝
承
と
し
て
は
、

室
町
時
代
に
穴
山
伊
豆
守
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い

う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
穴
山
伊
豆
守
は
、

宝
徳
2
年（
1
4
5
0
）に
当
時
甲
斐
国
の
守
護
で

あ
っ
た
武
田
信
重（
の
ぶ
し
げ
）を
、
小
石
和
の
館（
現

在
の
成
就
院
境
内
）で
自
害
に
追
い
込
ん
だ
人
で
す
。
 

ま
た
、
戦
国
時
代
の
初
め
に
は
、
穴
山
信
永（
の

ぶ
な
が
）が
小
山
城
を
居
城
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
信
永
が
居
住
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る

大
永
3
年（
1
5
2
3
）に
は
、
南
部
氏
と
の
間
で

合
戦
が
起
こ
り
ま
し
た
。
南
部
氏
が
鳥
坂
峠
を
越

え
て
攻
め
寄
っ
た
た
め
、
信
永
は
花
鳥
山
へ
陣
を

張
っ
て
待
ち
構
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
信
永
は
こ

の
合
戦
に
敗
れ
、
小
山
城
へ
逃
げ
込
み
ま
し
た
が
、

城
を
敵
に
囲
ま
れ
た
た
め
脱
出
し
、
二
宮
の
常
楽

寺
で
自
害
を
遂
げ
ま
し
た
。
常
楽
寺
に
は
、
信
永

の
位
牌
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
後
、
再
び
小
山
城
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登

場
す
る
の
は
、
戦
国
時
代
末
期
で
あ
る
天
正
10
年（
1
 

5
8
2
）の
こ
と
で
す
。
 

こ
の
年
の
3
月
に
、
戦
国
大
名
の
雄
で
あ
る
武

田
氏
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
亡
へ
と
追
い
込
ま
れ
、

甲
斐
国
は
河
尻
秀
隆（
ひ
で
た
か
）が
支
配
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
6
月
に
は
、
信
長
が
本
能
寺
で
明
智

光
秀
に
攻
め
ら
れ
自
害
し
、
河
尻
秀
隆
も
生
き
残

っ
た
武
田
家
家
臣
の
一
揆
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
た
 

め
、
甲
斐
国
は
主
の
い
な
い
土
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
甲
斐
国
は
周
辺
大
名
の
奪
い
合
い
と

な
り
、
特
に
遠
江
国（
現
在
の
静
岡
県
）の
徳
川
家

康
と
相
模
国（
現
在
の
神
奈
川
県
）の
北
条
氏
政
・

氏
直（
う
じ
ま
さ
・
う
じ
な
お
）父
子
が
名
乗
り
を

上
げ
、
争
い
が
起
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
中
、
北
条
氏
直
は
、
上
野
国（
現
在
の

群
馬
県
）か
ら
碓
氷
峠
を
越
え
、
信
濃
国（
現
在
の

長
野
県
）の
諏
訪
郡
か
ら
甲
斐
国
に
狙
い
を
つ
け
、

一
方
、
氏
直
の
叔
父
に
あ
た
る
氏
忠（
う
じ
た
だ
）

が
鎌
倉
街
道
を
通
り
都
留
郡
へ
侵
攻
し
、
甲
府
盆

地
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
対
し
、
7
月
3
日
に
浜
松
を
出
発
し
た

徳
川
家
康
は
、
甲
府
に
入
り
、
氏
直
の
軍
に
対
抗

す
る
た
め
新
府
城（
現
在
の
韮
崎
市
に
あ
っ
た
）に

陣
を
張
り
ま
し
た
。
 

氏
忠
は
家
康
の
背
後
を
つ
こ
う
と
手
薄
に
な
っ

た
甲
府
盆
地
へ
兵
を
進
め
ま
し
た
が
、
家
康
の
家

臣
鳥
居
元
忠（
も
と
た
だ
）が
迎
え
撃
ち
、
8
月
12

日
に
黒
駒
で
合
戦
と
な
り
北
条
氏
の
軍
を
撃
退
し

ま
し
た
。
 

こ
の
合
戦
の
際
、
鳥
居
元
忠
と
三
宅
康
貞（
や
す

さ
だ
）が
小
山
城
に
配
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

現
在
見
ら
れ
る
高
い
土
塁
と
幅
の
広
い
堀
は
、
こ

の
時
に
修
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
局
、
徳
川
軍
が
都
留
郡
を
制
圧
し
、
甲
斐
国
は

徳
川
家
康
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
甲
斐
国

や
信
濃
国
を
め
ぐ
る
戦
い
が
「
天
正
壬
午（
て
ん
し

ょ
う
じ
ん
ご
）の
乱
」
で
す
。
 

皆
さ
ん
も
戦
国
時
代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
小

山
城
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

  北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

選
手
が
、
自
主
ト
レ
の
た
め
笛
吹
市
に

や
っ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
程

○
自
主
ト
レ（
見
学
の
み
）
 

平
成
22
年
1
月
9
日
（
土
）
〜
15
日
 

（
金
） 

午
前
8
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）
 

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
御
坂
体
育

館
な
ど
 

　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

○
ス
ポ
少
野
球
教
室（
見
学
の
み
）
 

　
日
程
は
、
決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

 
○
歓
迎
ゴ
ル
フ
大
会
・
選
手
歓
迎
会
 

平
成
22
年
1
月
12
日（
火
）
 

定
員
　
各
1
5
0
人
 

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
12
月
15
日
 

（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
 

 ※
自
主
ト
レ
の
詳
し
い
日
程
や
歓
迎
ゴ

ル
フ
大
会
・
選
手
歓
迎
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 

■
参
加
予
定
選
手

金
子
誠
選
手
・
稲
田
直
人
選
手
・
金

森
敬
之
選
手
・
関
根
裕
之
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
ほ
か
 

 
■
問
合
せ
先

春
日
居
町
観
光
協
会
事
務
局（
春
日

居
支
所
内
）
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